
鉄鋼業におけるGXの必要性

• 鉄鋼業は温室効果ガス排出削減が困難な産業（Hard to abate sector）であり、カーボンニュートラル社会実現のために、脱炭素化が必須。
• CO2排出量のほとんどを占める高炉プロセス（鉄鉱石を還元）と、排出量が少ない電炉プロセス（鉄スクラップを溶解）が存在。鉄スク
ラップの供給制約から、電炉プロセスだけでは世界全体の鋼材需要を満たせない。
※また、不純物の問題により、従来の電炉プロセスでは生産できない鋼材（自動車向けなど）が存在。

• GX投資を促進し、鉄鉱石還元時のCO2排出量を削減しつつ、必要な鋼材を供給することが必要。（従来型高炉プロセスからの転換）
GX投資を通じて、CO2排出量を従来よりも大幅に下げていくことの価値（GX価値）を、社会において認識することが必要。

• 自動車産業は海外に製品を輸出。不動産業界は海外からの投資を呼び込むニーズがある。
• 海外市場や海外投資家から、サプライチェーンにおけるCO2排出量の開示が求められつつある。

GX推進のためのグリーン鉄が、国際的に製品のCFPが低いものと評価されることが重要。 （国際標準化）

• GX価値の意義についての国内外の理解促進。
Worldsteelや国際イニシアティブとの連携。

• GX推進のためのグリーン鉄が国際的に製品のCFPが低
いものと評価される手法についての国内外の議論促進。

• 鉄鋼製品に係るCFPの製品別算定ルール策定。国の
CFPガイドラインへの反映。建築物LCA等の国の施策
への採用検討。

• 需要家におけるCFPの活
用促進。低環境負荷鋼材
の利用拡大。

• 鋼材のCFPデータの整
備・開示の推進

• 非化石証書利用の考え方
整理

①GX価値の訴求、国際標準への反映 ④供給側への支援等

• 複線的な技術開発や設
備投資支援・税制措置
など供給側に対する支
援。

• 関係事業者間の連携を
通じた、鉄スクラップ
の有効活用を促進。

GX推進のためのグリーン鉄研究会とりまとめ 概要（2025年1月）
有識者と供給側・需要側企業が参加し、2024年10月～2025年1月にかけて計5回開催。（座長：日本エネルギー経済研究所 工藤拓毅研究理事）

官民挙げての対策

GX価値の見える化の必要性

②鋼材のCFP活用拡大 ③需要側への支援

• 「GX推進のためのグリーン
鉄」の生産初期段階における
政府による優先的調達・購入
などを通じた重点的支援。

• CEV補助金における自動車製
造業者へのインセンティブ付
与。

• GX投資によって生産される鉄はコスト高。一方で、機能面の違いはない。
• GX投資について需要家に対する環境価値の訴求ができなければ、市場で購入されず、GX投資が促進されていかない。

需要家のニーズを踏まえたGX価値の見える化と、購入への支援・インセンティブ付けが重要。

国際的議論との整合性確保の必要性

経済産業省製造局・GXグループ



GX推進のためのグリーン鉄研究会とりまとめ（2025年1月） 概要（図表）

図４ GX推進のためのグリーン鉄と低CFP鋼材の関係図３ 鉄１トンに係る原料・エネルギーコストの試算

財務省貿易統計、電力取引報、CCS長期ロードマップ検討会資料、日本鉄リサイクル工業会HP等の
原料・エネルギー価格を参照し、原料・エネルギー量の設定 にあたっては、日本鉄鋼連盟HP、
MFG ROBOTS HP、Worldsteel HP等を参照した。

図１ IEAによる原料別の鉄鋼世界需要予測

出所：国際エネルギー機関（IEA）

鉄鉱石由来

鉄スクラップ由来

脱炭素を図った鉄鉱石由来の鋼材はコスト高の可能性

鉄スクラップの供給制約から、鉄鉱石の還元は今後も必要

CFP活用を推進しつつ、GX推進のためのグリーン鉄を重点支援

図２ 国内鉄鋼業の脱炭素化のイメージ

一般社団法人日本鉄鋼連盟 鉄鋼需給推移表（確報）データなどから経済産業省作成

高炉プロセスの脱炭素化と鉄スクラップの最大活用が必要



2025 2026 2027 2028 2029 2030

革新的な大型電炉による鋼材生産開始

欧州の自動車ライフサイクルCO2報告
（2026年１月～）

算定方法公表

検討作業

検討作業

欧州全体での大規模建築物への建築物LCA導入
（2028年１月～）

建設・試運転

CEV補助金を通じた需要喚起 検討

欧州複数国における建築物LCA導入

建築物LCAに係る基本構想
（24年度中整理） 建築物LCAに係るCO2原単位整備（随時）

※建築物LCAについては24年度中に
制度化の方向性の確認を目指す

製品別CFP算定
ルール策定

GX価値とCFP
の整理に係る
関係者の議論

国際的議論への反映を図る

CFPガイドライ
ンへの反映

※他素材の対応
も並行して検討

※鉄スクラップの有効活用促進

GX推進のためのグリーン鉄の市場拡大に向けた今後のアクション

本図は関係者による早期の行動の必要性についての認識共有を促すためのイメージ図であり、実際の今後のスケ
ジュールについて予断を与えるものではない。

GX推進のためのグリーン鉄研究会とりまとめ 概要（早期の行動の必要性）

国際標準等への反映状況、鋼材の供給可能量等を
踏まえて、制度的支援の在り方等について検討GHGプロトコル改訂案（2026年）

ISO等での取扱いの整理

改訂手続
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